
【参考】 

公共施設等マネジメント実施計画（第２期）の改修等優先順位設定のながれ 

  
 

 

長寿命化が可能な施設の改修等の優先度については、公共施設を長く安全に利用していくための「施

設健全度」と、施設の特性や利用状況等を加味した「施設重要度」の２軸で評価する。 

評価結果を踏まえて、施設健全度・施設重要度を各３段階（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、ⅰ・ⅱ・ⅲ）に分類し、ク

ロス集計することで総合的に優先順位のグループを設定しています。下記の通りグループ１～９の順

で優先度が高いものとする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

資料２ 

① 改修等による安全確保 

・将来にわたって長く、安全に使用 

・劣化の度合いを踏まえた適切なサイクルでの

改修等 

② 改修等による利便性向上 

・公共施設のサービス内容や、災害時の拠点、利

用状況など、多面的な役割がある 

・サービスの質を高めていくため、社会的ニーズ

に対するハード面での対応 

指標１ 施設健全度 指標２ 施設重要度 

・施設の劣化状況を健全度とし、総合得点化 

・健全度が低い施設から優先的に改修 

・サービスの特性、災害時の位置づけ、利用の

多寡、市民意向等の多面的な要素から得点化 

・重要度が高い施設から優先的に改修 

各指標を基に総合的に評価 

 施設健全度 

低                                 高 
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ⅰ グループ１ グループ4 グループ７ 

ⅱ グループ2 グループ5 グループ８ 

ⅲ グループ3 グループ６ グループ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修等の優先順位の評価指標の考え方 

 



 

 

施設健全度 

屋根・屋上、外壁等、内部仕上げ（内壁、床等）、電気設備（高圧受電設備、昇降機等）、機械設備

（空気調和・換気設備、給排水設備等）の部位別の劣化状況を経過年数及び施設点検結果によりラン

ク（Ａ～Ｄ）分けし、100 点満点で評価。点数が低いほど、劣化が進んでいる。 

優先度の分類について、健全度 50点以下の施設を優先度Ⅰ、健全度 51～89 の施設を優先度Ⅱ、健

全度 90 以上の施設を優先度Ⅲと分類している。 

 

《例》 

【屋根・屋上】 【外壁】 【内部仕上げ】 【電気設備】 【機械設備】 《施設健全度》 

D B A C C 60 

少量の雨量でも雨漏り

有、数カ所にクラック

有、錆汁は見られず、

内壁・床損傷無し 
設置から 40

年以上 

設置から 40

年以上 

 

 

優先度 

Ⅱ 

 

 

 

施設重要度 

“施設重要度”は加点方式となっており、点数が高いほど施設の位置づけとして優先度が高い。加点

の指標と指標としては①代替ができない施設②避難場所の指定③利用状況④バリアフリー状況⑤市民

意向がある。 

優先度の分類については、点数のばらつきを踏まえ、11 点以上を優先度ⅰ、10 点～6 点を優先度ⅱ、

5 点以下を優先度ⅲと分類している。 

 

《例》 

 

 

 

 

 

【代替ができ

ない施設】 

【避難所 

の指定】 
【利用状況】 

【バリアフリ

ー対応】 
【市民意向】 

【施設重要

度】 

5 点 5 点 5 点 2 点 2 点 19 点 

セーフティネット

の役割有 
防災活動拠点 利用者多数 BF 充実度低い 

ハード面で使いに

くい 

 

 

優先度 

ⅰ 


